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ＳＴＥＰⅡ 第4回
イタリア中南部

自由な気風が生む
ワールドクラスのワイン
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◆ 折半小作制度（メッザドリア）
・貴族が広大な土地をもち、小作人がブドウ・オリーブなど育
て、半分を地代として払う→質よりも量を追及

◆ アンティノーリ 一族
・ トスカーナの名門
・ 銀行業で成功→ワイン投資
・ 1904年 キアンティ・リゼルヴァを発売

4つの高級自社畑のブレンド+ボルドーワインを少量加える
→スーパータスカンの走り

◆品質低下のスパイラル
・19世紀後半 フィロキセラ
・1963年 イタリアのワイン法ができる

品質低迷の近代史
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厳しい

緩やか

規制

Denominazione di Origine Controllata e Garantita
ﾃﾞﾉﾐﾅﾂｨｵｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｵﾘｼﾞｰﾈ･ｺﾝﾄﾛｯﾗｰﾀ･ｴ･ｶﾞﾗﾝﾃｨｰﾀ

統制保証付原産地呼称。75地域（2020年現在）。DOCのうち特別な地域として農
林省、商工会議所で審査され、政府の保証を受けたもの。

D.O.C.G.

D.O.C.

I.G.T.

Vino

Denominazione di Origine Controllata
ﾃﾞﾉﾐﾅﾂｨｵｰﾈ･ﾃﾞｨ･ｵﾘｼﾞｰﾈ･ｺﾝﾄﾛｯﾗｰﾀ
統制原産地呼称。332地域（2019年現在）。州単位で認定。品種、栽培法、
収穫量、熟成期間などを規制。新法では昇格にあたり最低5年以上I.G.T.
である必要あり。

Indicazione Geografica Tipica
ｲﾝﾃﾞｨｶﾂｨｵｰﾈ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｨｶ･ﾃｨﾋﾟｶ

地理的生産地表示テーブルワイン。Vinoより生産地域の典型的な特
徴をもつもの。該当地域のブドウを85％以上使用。

Vino ｳﾞｨｰﾉ

地理的表示のないテーブルワイン。旧ヴィーノ・ダ・ターヴォラ。
ともに85%以上で品種、収穫年表示可能。

ワイン法
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◆ 概説
・ ティレニア海に面したイタリア
中部の州で温暖な気候帯

・ 総面積約70%が丘陵地
・ ブドウ畑の標高は150～500m

トスカーナ州の主要ＤＯＣＧワイン 銘柄名 昇格年 品種 生産可能色

ブルネッロ・ディ・モンタルチーノ
Brunello di Montalcino

1980 ブルネッロ Brunello
(=Sangiovese Grosso)

赤

ヴィーノ・ノビレ・ディ・モンテプルチアーノ
Vino Nobile di Montepulciano

1981 プルニョーロ・ジェンティーレ
Prugnolo Gentile 

(=Sangiovese Grosso)

赤

キアンティ Chianti 1984 サンジョヴェーゼ Sangiovese 赤

キアンティ・クラッシコ Chianti Classico 1984 サンジョヴェーゼ Sangiovese 赤

ヴェルナッチャ・ディ・サンジミニャーノ
Vernaccia di San Gimignano

1993 ヴェルナッチャ Vernaccia 白

カルミニャーノ Carmignano 1991 サンジョヴェーゼ Sangiovese 赤

モレッリーノ・ディ・スカンサーノ
Morellino di Scansano

2006 モレッリーノ Morellino
（サンジョヴェーゼの亜種）

赤

トスカーナ州のデータ （フィレンツェ）

北緯 43．8度

標高 44ｍ

ﾌﾞﾄﾞｳ生育期の平均気温 20．1度

年間降雨量 767ｍｍ

収穫月（10月）の降雨量 85ｍｍ

トスカーナ州



5

フィレンツェ

シエナ

リヴォルノ

ティレニア海

エミリア・ロマーニャ州

マルケ州

ウンブリア州

ラツィオ州

Carmignano Promino

Chianti Chianti Classico

Vernaccia di San Gimignano

Brunello di Montalcino

Vino Noble di Montepulciano

Montecucco Sangiovese

Morellino di Scansano

Val di Cornia Rosso

Suvereto

Bolgheri

Elva Aleatico Passito

トスカーナ州

ブドウ畑の標高
150~500m
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サンジョヴェーゼ
黒系果実~ドライフルーツ
ドライトマト、ブラックオリーブ
酸が強め

トスカーナ州 代表的ブドウ品種

トレッビアーノ＝ユニ・ブラン
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カベルネ・ソーヴィニヨン

トスカーナ州 代表的ブドウ品種

メルロ
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◆ワイン法にとらわれない高品質トスカーナワインのこと

◆キアンティ

・元々は銘醸地で偽物が出るほどだった

・ 1932年、もともとの丘陵地に加え、周辺の広範囲な地域も

「キアンティ」を名乗れるようになる

・もともとの丘陵地は後に「キアンティ・クラッシコ」と呼ば

れるようになった)

◆リカゾーリ方式

・19世紀 リカゾーリ男爵が考案

SGにトレッビアーノ（白）、カナイオーロ（黒）をまぜ、すぐ

飲めるようにした

スーパータスカンの誕生
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・ 1967年、キアンティがD.O.C.に認定されるときに、この方式が組み
込まれる

①カナイオーロ、白ブドウのブレンドが義務化
②高い法定最大収量（80hl/ha）

・ 1984年、キアンティがD.O.C.G.に昇格
①SG+カナイオーロ、白ブドウ
②SG100％ではD.O.C.G.になれない
↓
古くからの造り手の反発
↓
スーパータスカンが生まれる
①外来品種 主体
②SG+外来品種
③SG100％

スーパータスカンの誕生
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◆ サッシカイア
・アンティノーリ 一族
・D.O.C.法に囚われない高品質ワイン
・ボルゲリ地区でカベルネ・ソーヴィニヨンを栽培
・1968年、ヴィーノ・ダ・ターヴォラとして初リリース
・1994年D.O.C.に昇格
・近年のブレンド：CS,CF

◆オルネッライア
・アンティノーリ 一族
・名前は、トネリコの木(オルネッロ)が
たくさん(アイア)生えていたから

・近年のブレンド：CS,Me,CF,PV

①外来品種主体
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グルメサイト ippin 掲載中
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◆ティニャネッロ

・アンティノーリ 一族

・キアンティ・クラッシコを名乗れるのにマイ
ナス イメージを嫌い、ヴィーノ・ダ・ターヴ
ォラ「ティニャネッロ」として出荷

・「ティニャネッロ」は畑名

・最初はSG+カナイオーロだったが、1975
年以降、20％程度のカベルネ・ソーヴィニヨ

ンがブレンドされる

・近年のブレンド比率目安

サンジョヴェーゼ 80%
カベルネ・ソーヴィニヨン 15%
カベルネ・フラン 5%

・フレンチオークの小樽を使用し、モダンな味

わい。現在もIGTのままで販売される。

②サンジョヴェーゼ＋外来品種
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◆レ・ペルゴレ・トルテ誕生(1977年)
・モンテヴェルティーネ社

・サンジョヴェーゼにこだわり、小樽を使用

したモダンな味わい
・最初はSG100%はD.O.C.G.が認められて
いなかったので、ヴィーノ・ダ・ターボラで販売

・現在はD.O.C.G.を名乗れるが、IGTのま

まで販売されている。

③サンジョヴェーゼ 100％
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◆ キアンティ品種規定の変更

・サンジョヴェーゼ80%以上

・カナイオーロおよびカベルネなどの外来品種が最大20％
・白ブドウは使用禁止

・サンジョヴェーゼ100％もOK
・グラン・セレツィオーネという最上位階層ができた

キャンティの近代化
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◆誕生とスタイルの変遷
・1888年、ビオンディ･サンティが、サンジョヴェーゼ100％の
ワインにこの名前を初めて付ける

・アメリカ市場からの強い引き合いで、近年は
仏オークの小樽を使ったモダンスタイルへの変換が進む

◆ブルネッロ･ゲート事件
・以前から噂があったが、市場のウケを狙って、カベルネなど
の違法ブレンドを 一部の生産者が行っていた。

・2008～2009年に複数の生産者が当局から告発され、多量
のワインがI.G.T.に降格
・キャンティのようにブレンドOKの道も討議されたが、
ビオンディ・サンティの強い意向により、サンジョヴェーゼ100％
になった

ブルネッロ・ディ・モンタルチーノ
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ポンペイ近くの「ファレルヌム」という甘～辛口ワインが、最も高価。
貴族はサウナやお湯から上がった後、酒場で美味しいものを食べ、
語り合った。

カンパーニャ州・ポンペイの遺跡
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◆D.O.C.G.タウラージ：アリアニコ

☆著名生産家

・マストロベラルディーノ（Mastroberardino）
・フェウディ・ディ・サン・グレゴーリオ（Feudi
di San Gregorio）

◆D.O.C.G. フィアーノ・ディ・アヴェッリーノ：
フィアーノ

☆著名生産家

・クイントデーチモ（Quintodecimo）

アリアーニコ種

カンパーニャ州
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◆エトナの赤：ネレッロ・マスカレーゼ
☆著名生産家
・テヌータ・デッラ・テッレ・ネーレ
・バローロ・ボーイズの立役者マルク・デ・グラツィア

シチリア州
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